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〈書評論文〉

動 く身体 の リア リテ ィ

ダンス分析の可能性

Helen Thomas,

The Body, Dance and Cultural Theory 

    (Palgrave Macmillan, 2003)

古谷野 郁

は じめに

ダンス 有史以来あ らゆる文化 に見出されるこの身体の営みが、社会学の正統な対象

になってか らまだ 日が浅い。それは、精神/身 体の二元論 に根 ざした西洋の社会学が、長

らく身体 を所与かつ不動の もの と見倣 し、社会的行為者の存在論的地位に注意を払わなか

ったか らであ り、さらにはまた、社会学が分析対象 とした行為 とは主に手段 的行為を指 し

ていたからでもある。精神 と身体における精神の優位は、文化 と自然の対立においては文

化の、理性 と感情の対立 においては理性の優位 となって現れた。 こうした二元論を乗 り越

え、いかにして両者 を密接な結びつ きの中で論 じることがで きるのかが、1970年 代半ば以

降の社会科学全般において緊要の課題であ り続けて きた。

本書の著者であるヘ レン ・トーマスは、 まさにこの二元論の克服の機会 を提供するリソ

ースとして ダンスを位置づける。彼女はロン ドン大学 ゴール ドス ミス校 の社会学教授 を経

て、現在の役職 はロ ンドン ・カレッジ ・オブ ・ファッションの研究長であ る ω。本書は彼

女がその専門である身体理論 ・文化理論 を駆使 してダンスの社会学的位置づ けを論 じきっ

ln本 書 を執 筆 した 時 点 で は ロ ン ドン大 学 社 会 学 部 のReader(日 本 で は 准 教 授 にあ た る)で あ り
、 本

文 に記 したそ の 後 の 経 歴 は著 者本 人 にEメ ー ル で確 か め た もの で あ る 。 なお 、 本 書 の 各 章 は 第五 章 の一 部 を

除 き全 て書 き下 ろ しで あ る(五 章 の 一 部 はStephanieJordan編 集 の 議 事 録Pre8erひ α'`oπPo鷹`cs'Dα πce

Reu`りed,Rεcoπs虚rμc'ed,Re拠 α4e(PrincetonBookCoPub,2001)に 収 め られ て い る)。
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た一冊であ る。著者自身の調査によって得 られたオリジナルデータの重 要性 もさることな

が ら、身体 にまつわる膨大 な先行文献の整理、あ るいは ダンスのエスノグラフィーの紹介

も豊富であ り、本書 は身体論 ・ダンスぞあ他パフ.オ・一 ミ且ングア山 トを専門にする者の必読

文献であるといって もよい。

本書は七章構 成である。第一章か ら第三章 までが 「文化的な身体」と題 された前半部で、

ダンスが人文科学の正統な対象 として認知 されるまでの理論的展開を論 じなが ら、 ダンス

の学問的位置づけを描 き出す。後半の第四章か ら第七章は 「ダンス、身体、文化理論」 と

題 されてお り、 ここからい よいよダンスの実践の内部に入った論考が展 開されるこ とにな

る。後半の各章はテーマが比較的独立 している。 まずは第四章では異なるダンスにおける

特定の感覚(視 覚、触覚 など)の 支配性 を比較することで、ダンスが ダンサーによって内

側か らいかに して構築 されているかに迫 る。第五章では記録 の失われたダンスを再構築す

る取 り組み に密着 しなが ら、「真正性」 と 「解釈性」のせめ ぎあいの場 としてのダンスを

描 く。第六章では近年のダンス研究 における人種、 ジェ ンダー、セクシュア リテ ィの表象

の問題 を取 り上げ、 ダンスが支配的な社会秩序を覆す力を潜在 させていることを幅広いケ

ーススタデ ィか ら論 じている。第七章は打って変わってクラブカルチ ャー とレイヴカルチ

ャーを取 り上げてお り、 ダンスの開放的側面 とい う、本書の中で も最 も異色 の内容が記 さ

れている。

本書評では先に本書の前半部分にあたる身体理論の変遷を追った上で、 ダンスが社会分

析の道具 として具体的にどのように用 いられるのか を示 し、 ダンスの学問的位置づけを明

らかにする。続 いて、主に、エスノグラフィー的部分である第六章 と、評者 にとって最 も

印象 的であった第四章に焦点 をしぼって論 じたいと思 う。

1人 文科学における身体の登場

前節で触れたように、著者はダンスが社会学の正統 な学問的対象にな り損ねてきた理由

を人文科学にお ける身体の従属的な位置づ けに求め、論証 している。社会学 よりも先 に身

体 に関心 を寄せたのは人類学であった。植民地主義、文化帝国主義を背景に、人類の普遍

的状態を考えることを余儀な くされた19世 紀初頭の人類学 は、人間が共通 して持つ もの と

して身体 を取 り上げるに至 った。これは、身体表現 とは生物学的に決定 されている もの と

す る本質主義の立場 と、文化 ごとに異なるとす る相対主義の立場 との長い対立の始ま りで

もあった。

この戦いは基本的には後者の勝利に引 き継がれてい く。特 に1960年 代、70年 代は身体 の
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社会的側面が重視 された時代で、左手に対する右手の優越を説いたR.エ ルツを筆頭に、M.

モース、M.ダ グラス らが、それぞれ身体の社会的な構築の され方や、社会的な要因がい

かに知覚 を制御 しているかを論 じた。 しか し同時に彼 らは身体の物理的な(生 物学的な)

側面を再度説明に取 り込 もうとし、結果的には文化 と自然の対立 を強化 して しまう困難に

陥 っていた。V.タ ーナーは こ うした状況下 で、身体 を表 す二つの ドイツ語、Leibと

K6rperに 注 目す る。Leibは 、主観的で、当人に よって生 きられた 「経験的身体」を指 し、

K6rperは 客観的で手段 的な 「制度化 された身体」 を指す。 ターナーはK6rperと しての身

体へ の過度 な注 目に警鐘を鳴 らす。つ ま り、身体がいかに して表象され、シンボル化 され

ているかを問 うだけでな く、Leibに も注 目し、'世界の中で身体であることはどの ように感

じられるのか を問 うのが重要だ と論 じたのである。同 じ頃、現象学 において も、M。 メル

ロ=ポ ンテ ィが 「我々は身体化されている」 という事実 を出発点 にした認識論を展開 して

いる。

70年 代か ら80年 代にかけて、フェ ミニズム もまた身体論の発展に大 きく寄与 している。

この ころ、女性が私的領域に押 しとどめ られる理由を女性 の 「産む能力=生 物学 的要因」

に求めようとす る本質主義 の立場 は、構築主義者たちに徹底的 に叩かれていた。M.パ レ

ッ トやA.オ ークレーなどの社会主義フェ ミニス トたちは、生物学的性差であるセックス と

文化的性差であるジェンダーを明確に区別せ よと主張 した。 ここで も人類学 と同様、生物

学的な差異 による社 会的役割分担 を強調する本質主義の立場は劣勢であった。お りしも70

年代は拒食症が メデ ィアに よって盛んに取 り上げ られ始めた時期で、消費文化に生 きる女

性特有の 「社会的な病」 としての拒食症は広 く知 り渡 られることになった。

ただ し70年代 の拒食症研究 にはいくつかの致命的な落ち度があった。拒食症を女性全体

の経験 として語 ろうとし、階級やエスニシティの差異 を取 り上げなかったこと、また女性

を単なる受動的な被害者 と見倣 した ことな どである。 さらに、セックスとジェンダーを峻

別することによって、フェ ミニス トたちはセックスもまた真実 として働 くフィクションで

ある可能性 を見過ごしてきたのではないか、 という批判が90年 代 に入ってか らJ.バ トラー

によってなされている。つ ま り、男/女 をそれぞれ文化/自 然に当てはめる二元論的思考

に挑戦 したフェ ミニス トたちは、セ ックスとジェンダーを分けることによって再度二元論

に足を絡めとられることになったのである。

若干の遅れをとりつつ も、社会学の領域に も、70年 代後半 に登場 したM。 フー コー以降

徐 々に身体 をその研究の中心に据 えた学者が現れ、独 自の実証的 な理論を打ち立てていっ

た。著者は特に、P.ブ ルデュー とE.ゴ フマ ンに注 目する。彼 らの身体論が従来のもの と

明 らかに違 ったのは、第一 に彼 らが 日常の動作や態度 を分析対象 としたことによ り、 これ

京都社会学年報 第17号(2009)



168 古谷野:動 く身体の リア リテ ィ

までどち らか といえば 「静的な身体」が想定されていた論壇に、 より現実 に即 した 「動的

な身体」が持ち込 まれた点である。そ して第二 に、彼 らが こうした身体動作や態度に、社

会秩序の再生産だけでな く生産 も見出していた点である。主体にとって交渉の余地があ り、

自発的に意味を持ち、知性のあるものとして、彼 らは 「振る舞い」を想定 した。

では、彼 らが分析 した当た り前の 日常の振 る舞いとは異な り、 より高い 自己認識 を持 っ

てなされ る身体動作=ダ ンスとい う領域 を分析することを、著者 はどのような価値で遇 し

ているのだろうか。

2社 会を反映す るダンス ーエスノグラフィーから

S。ヤ ンガーマ ンら、1970年 代 にダンスを研究 した人類学者たちは、ダンスを最 も文明化

され、完全にファッション化 ・ス タイル化された もの と見倣すことで、 ダンスを前言語的

でプリ ミテ ィヴな営み とす る一般認識に意義を唱 えた。彼 らはダ ンスを 「自然で原始的」

と位置づ けることにおける、内在的なエスノセン トリズムを批判 したのである。著者 もこ

うした立場 を引 き継いでいる。動 く身体をダンスへ と造形 してい く中に、その人の理論 的

な態度が反映されるというのが、著者がダンスを扱 うときの基本的な構 えである。

第六章で著者が引用 している研究のひとつに、Y。 ダニエル(1995)に よるキューバの民

族舞踊、ル ンバの研究がある。 ダニエルの主眼はルンバ を通 してキューバ とい う国の政治

的イデオロギー、人種、そ してアイデ ンティティの様相 を描 き出す ことにあ った。

ル ンバ とは伝統的 に、労働階級 に属 する有色 人種 たちに踊 られていた ダ ンスである。

1959年 の革命以前のキューバにおいて、国家が高い賞賛を与えていたのはバ レエ とモ ダン

ダンスであった。:革命以後、人種差別 と階級区分を廃止 しようとした革命政府 は、ルンバ

を国民の ダンス として選び取 る。 というの も、ルンバ は社会主義が促進 しようとする平等

の理想や、あるいはアフリカか ら受け継いだキューバの文化的遺産の側面をそのダンスの

中に封 じ込めていると考 えられたか らである。

しか しダニエルによると、ルンバは今で も専 ら有色のキューバ人によって踊られてお り、

かつての非特権階級のダ ンス とい うイメー ジが根強い。 またルンバ は一見女性 によって支

配的にコン トロールされてお り、観衆の目もよ り目立つ女性側 に向けられ るにもかかわ ら

ず、実は動作のペースをつ くり、ダ ンスを支配 しているのは男性側であ り、女性の動 きは

そのほ とんどが男性の動 きに対する反応 と返答 なのだという。 ルンバは決 して、革命政府

が理想 としたような、平等の文化が結晶化 したものではなかったのである。

とはいえ、変わ ってきている部分 もある。例 えば経済の分野 でい くらかの女性が伝統的
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には男性の領域であった重役やマ ネージャーの地位に進出 しているの と同様、最近ではル

ンバの中でもコルンビアと呼ばれる古 くか ら男性のみに踊 られて きたジャンルに女性が参

加することもあるという。ダニエ ルはここに、女性がルンバ を通 して男性 と同じ地位を表

現 し、新 しい力を示す小 さな機会を見て取っているが、 しか しこれはまだ標準の状態 とは

いえない。経済領域 と同様、「新 しい平等の文化」の望み を託されたル ンバの中にも男性

主導の文化が ぐず ぐず と生 き残っているのだとダニエルは言 う。

また同 じ章で著者が引用 してい るのは、D.ミ ラー(1991)に よるワイニ ングの研究で

ある。 ワイニングとは、 トリニ ダー ドのカーニバルで主 に低所得の女性 によって踊 られる

ダンスであ り、腰 と尻 の挑発的な動 きを特徴 とする。ワイニ ングではカ ップルが服の上か

ら性器同士を接触 させ て腰を振ることもある。 これには必ず しも性的な意図が含 まれるわ

けではない。 というの も トリニダー ドでは、キスのような口の接触のほうが、下半身の接

触 よりも問題を孕む もの とされているからである。

しか しこのワイニングの とき、 どの程度 までが容認可能 と考 えられるワイニングなのか

が男性にとって も女性 に とっても問題になる。例えば男性は、 自分のパー トナーの女性が

行 きす ぎと思われるワイニ ングを他の男性 としているとき、怒 って彼女を引 き離すことが

あるという。

さて、カーニバ ルが進行す るにつれ、 ワイニングは男女間か ら女性一人で、あるいは女

性同士で行 う形態へ と移行 してゆ く。 ときに女性は、行 き過 ぎたワイニ ングをする女性 を

とがめる男性 を真似て、女性 同士でワイニングをしているカップルの片方 を、怒った振 り

をして引 き離 した りもする。

ミラーがイ ンタビューをした トリニ ダー ドの男性 は、こうした女性同士の ワイニ ングを

「レズビア ンが流行 っているのだ」 と表現 したが、女性たちの考えは違った。なぜ なら彼

女たちは、女性同士で踊 っていて も、相手の女性にはほ とん ど関心 を向けていないか らで

ある。彼女たちは どちらか というと自分の動 きに集中 している。そのため女性 同士の ワイ

ニ ングを、 レズビアニズムの表れ としてや、女性間の強い結束の表れとして語 ることはで

きない。 ミラーは現代の トリニダー ドにおける親族 ネッ トワーク、セクシュアリテ ィ、異

性愛関係の複合を背景に してこの現象の解釈 を行なった。すなわち彼の結論 としては、少

な くとも彼 の観察 した1988年 の カーニバ ルにおいては、女性 同士のワイニ ングは、女性が

内部志 向的に、 自己のみで性愛を完結させなが ら演出す る、一時的な 「異性愛=交 換 とし

ての性」の転覆だったのである。

このように、ダンスをその表象 と、踊 る人間の主観的経験 との両面から研究することに

よって、ダンスは社会の状態を分析 する道具 とな りえるのである。 こう した研究は主に、
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既 に 「その ように踊 られている」 ダンスの現場 に研究者が訪れて、 ときには自らも踊 りな

が ら、 ダンサーたちに 「自分は何 をしていると思 うか」 を問いかけることを通 して行われ

る。そのため、ダンサーたちはただ 「踊っている」 としか答えない ときも勿論ある。こう

した状況を突破す るための有効な問いかけを考えるのが研究者の手腕でもあるが、では一

方で、 ダンスを通 じてある身体感覚 を獲得 してい く、まさにその経過に密着 し、いかに し

て人間が 「自然な」身体性や、身体的な秩序 を構築 しているのかを暴 くことはで きないの

だろうか。

本書 と書評の内容の順番が若干前後す ることになるが、次節では本書のひとつの山場で

あ り、かつ著者のオ リジナルデー タが鮮 やかに描かれている第四章を取 り上げ、そこか ら

見えて くる身体 と意識 の協働状態 二 「二元論の克服」に対す る一つの解を探 りたい。

3二 元論 を越 えて

著者が第四章 「ダンスの中の身体」で描 き出すのは、ダンスという出来事を成 り立たせ

ている身体感覚 をダンサーが獲得 し、真 に自分の もの とす る過程であ る。章の後半三分の

一は、Wα 診erS伽dyと い う1928年 のモ ダンダンス作 品を、1997年 に現代の若いダ ンサーが

再構築 しようとした際 に生 じた、様々な葛藤やその克服の描写で占め られる。著者 自身に

よる観察 とインタビューの中に映 し出されるのは、半世紀以上前の身体の 「自然な」状態

が、 どの ように現代の 「自然 な」状態 と異なっているかということ、そ して、 ダンサーた

ちが集団としての調和状態 を、視覚的に動 きを合わせることでではなく、 自分 と周囲の呼

吸に耳を傾 け、(触 れずに)感 じることで創 りだすのに成功 している局面である。

Wα∫er8如dッは20世 紀初頭のダンサー ・振付家である ドリス ・ハ ンフリーの作 品であ り、

音楽 を使 わないことを一つの特徴 としている。14人 のダンサーが無音 の中、 さざなみ、満

ち干など、水のイメージを集合表象 として舞台上に現 出させ る。 こうした全体のハーモニ

ーをつ くるために必要なのは、一人ひ とりが水を表現す るだけでな く、呼吸の リズムでつ

たわって くる周 囲の動 きの流れを感 じ取 って、その全体の中で自分が動 くことであった。

そしてハ ンフリーの考えでは、呼吸は胸だけでな く、膝や、腕や、全身でするものであっ

た。

さて、Wα 彦erS如dyに 取 り組んだダンス学校の生徒たちは、一見簡単そうに見える水の

動 きの表現が、いざや ろうとす ると非常に難 しいこ とに気が付いた。「まるで、彼 らは胴

か ら腕へ と伝 わる動 きの流れをどうや ってコン トロールすればいいのか、全 く知 らないの

ではないかと思 えた。時々、腕 を伝 わる動 きの流れはあ まりにも突然止 まり、そこか らわ
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ずかにまた動き出すので、静止 していて も動 きが続いているような印象 を与える代 わ りに、

何だかバ ウンス しているように」(p.115)著 者 には見 えた。 また、太 ももにかな りの負担

がかか り、生徒たちは練習開始か らしばらくは 「まるで両の太 ももに レンガが入っている

よう」(p.116)に 痛みを感 じたという。あるいは、身体を内側にカーヴさせ るような動 き

が作品には必要不可欠なのだが、そのための背中の柔 らかさを生徒の多 くは持っていなか

った。極 めつけに、ハ ンフリーの生 きた時代のダンサーたちは、「自然 な」走 り方 といえ

ば両足を並行に して走ることであったのに対 し、現代のモ ダンダンサーたちは普段か ら両

足 を股関節か ら開いた状態 に教育 されていることが多 く、「自然 に」走 るといえばその状

態で走った。 こうした基本的な動 きの違いが、作品の中の動 きの質 を昔 と今 とで違 うもの

に した。

しか し、練習をつみ、作品の動 きに慣れてい くにつれ、彼 らはだんだん とリラックス し

は じめ、動 きの中に自分 を解放す ることができるようになっていった。足の痛みは軽減 さ

れ、背中の柔 らかさも格段 に向上 した。

身体で呼吸す るリズムを体得 しは じめた生徒 は、「私 は今、何かが違 うときに、違 うと

感 じることがで きる」(p.117)と 話 した。 この言葉は、その生徒の中に、身体で呼吸をす

るのが 「自然」 である状態がで きつつあった ことを示 している。「自然」な状態が崩れ な

い限 りは、それがいかに成 り立っているか、意識にのぼるこ とはない。違和感が生 じて始

めて 「自然」は意識 され る。こ の生徒のように、間違った ときにそうとわかる、 と感 じる

生徒は、練習の中で数を増や していったという。

呼吸の リズム、動 きの流 れの感覚 を体得 し、全体 で動 けるようにな りだ した彼 らは、

「どうしてそれがで きるようになったのか?」 とい う問い にうま く答えられない。生徒た

ちの会話 には次の ように現れてい る。 「・・・… もし感 じれば、考 える必要は無いん

だ。考 えるよりも、感 じていれば、それができていることになるんだ。」「チ ェックリス ト

の とお りにや るわけ じゃない」 「そ う、 まさに。"私 はあれ を もうち ょっ とや らな き

ゃ …"っ てい う感 じじゃないんだ。 ・・・… ただ、で きてい るんだ。」(p.119)

この、ただで きている、 という感覚を、生徒たちは、身体 の記憶、筋 肉の記憶 という言葉

で も語っている。

さらに著者 は、次 のような生徒の言葉 を引用 して、生徒 たちの中に生まれた 「私たち」

という感覚を指摘する。

「実際 ・・・… 私は、私たちが どうや ってそれをするのか、私たちが どうや ってそ

れを感 じるのか、私たちが どうやってそれ を覚 えるのか、 というのは全て、私たちが呼吸

について考えたときに、一度にで きていたと思 うんです ・・・… 私たちがただ呼吸に
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ついて考 えれば、立 ち位置の移動について考える必要はな くて ・・・… 私たちは動 き

を感 じることがで きるんです。(中 略)私 たちは正 しい ようには見えないか もしれないけ

れ ど、でも少な くとも私たちは感 じることがで きるんです。」(p.119)

この生徒の語 りの中にある 「私たち」 という言葉は、生徒たちが互いの身体に耳をす ま

す ようになってから出て くるようになった。 自分 たちが正 しいかどうか、 目で見て確かめ

るのではな く、呼吸を聞 く、動 きを感 じることによって、彼 らはひとつのハーモニーを作

ることに成功 したのである。

著者はこうしたデー タを提示 しなが らも、「まさに ここで、精神 と身体の二元論が克服

されている」 と明言す ることはない。 しか し、訓練 によって一つの身体性 を獲得す ること

を通 じ、いかに当人の感 じる 「自然 さ」が構築 されるのか、そ して身体がいかに自分ひと

りの存在 を超えて、他者 との調和 ・不調和 を感 じ取 るように変化するのかを瑞 々しく描 き

とったこの事例 は、精神/身 体の二元論に確かな一石 を投 じている。 日常の振 る舞 いでな

く、ダ ンス という高 く意識化 された身体実践 を検証す ることによって、身体の可変性 と知

性 とは、当人の経験的語 りを通 してこの ように明 らかにされえるのである。

4む すび

以上い くつか紹介 して きた ように、著者はダンスを社会の指示器 とみなす と同時に、身

体がそれ自身で知性 を持つ ことの証明 される場 とみな している。特 に、前節で紹 介 した

WαrerS如d!ッ の事例は彼女の主張 に相当な説得力を与えている。作 品制作 という高い集中

と心 身全体の没入 を迫 られる場 に、関係者以外が入ってい くことの難 しさも併せて考 える

と、著者がこうして制作プロセスに密着 し、 ダンサーや指導者の声を掬いあげることに成

功 しているとい う事実は高い評価 に値す るであろうし、 ダンス研究者であると同時に長年

ダンサーでもあったという著者の強みが ここにはっ きりと表れている。

しか し、そもそ もの問題であった二元論を克服で きたのかについて明確に結論を呈示 し

ない点については、若干の物足 りなさが残る。 さらに、ダンスの中に見られる現象はあ く

までもダンスの世界の力学 に応 じて起 きているのであ り、外の世界 とは関係が ないのでは

ないか とい う疑問は必ず向け られるだろ う。例 えば、あるダンスの実践 ・経験が、それを

踊っている人の 「踊 っていない時間」 とどういう影響関係 にあるのか、あるいは2節 に示

したような、ダンスの中で社会的な力関係を転覆させ たその当人(ま たはそれ を見た人々)

は、その ようなダンスの経験 をどの ように捉えているのかを検討することには意義がある

だろ う。 この ような問い を重ねることによって、本書が提示 している芳醇 なダンスのエス
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ノグラフィーたちが、 ます ます磨かれ、その学問的価値を高めてい くことに疑 いはないと

思われる。
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